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絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（以下、「種の保存法」）の改正により「認定

希少種保全動植物園等制度」が創設され、2018 年 6 月より運用が開始されています。本日（12 月 17

日）、大阪市立大学理学部附属植物園が植物園で初の認定希少種保全植物園に認定され、今月 19 日環境

省にて認定証授与式が開催されます。 

認定希少種保全動植物園等に認定されることにより、希少野生動植物種の譲渡等の規制が緩和され、

他園との円滑な受け渡しが可能となり、より一層の研究推進や希少種の保全が期待されます。 

下記の通り認定証授与式が執り行われますので、ぜひご取材についてご検討いただきますとともに、

広くご周知くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

 

☞期待される効果 

 (1) 繁殖等に向けた他園館との円滑な個体移動などによる生息域外保全の推進 

 (2) 来園者への希少種に関する環境教育・普及啓発の促進 

 (3) 動植物園等が持つ「種の保存」という公的機能の明確化・社会的な認知度の向上 

 

大阪市立大学理学部附属植物園では・・・ 

「種の保存法」に該当する植物を３種保有しています。国内種では北大東島・南大東島を自生地とす

る「アラゲタデ」「ダイトウサクラタデ」、国際種ではアリゾナ～メキシコを自生地とする「アガヴェ・

パルヴィフロラ」を保有・育成しています。 

国内種である「アラゲタデ」「ダイトウサクラタデ」の植物自身が持つ繁殖力は強いものですが、自生

地では、様々な外部要因により生育数が急激に減少しています。沖縄県の大東諸島で生きる植物を、気

候の異なる近畿圏で保全するために、自生地へ出向き、現地の生育環境調査をしながら園内に環境を整

備し、育成・繁殖を実現しています。また遺伝子の多様性を考慮した種の保存にも取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
アラゲタデ        ダイトウサクラタデ    アガヴェ・パルヴィフロラ 

  （北大東島・南大東島）          （北大東島・南大東島）             （アリゾナ～メキシコ） 

 

～植物を絶滅から守るために～ 

理学部附属植物園が認定希少種保全植物園に認定！ 
環境省にて授与式 

プレスリリース 

植物園では全国初！ 



★園長よりひとこと★ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 記 

 

１ 開催日時   2018 年 12 月 19 日（水） 午前 11：00～11：30 

２ 会 場   環境省自然環境局長室（東京都千代田区霞が関 1-2-2 中央合同庁舎５号館 26 階） 

３ 出 席 者   環境省 自然環境局長 正田 寬 

        大阪市立大学 副学長 櫻木 弘之 

大阪市立大学 理学部附属植物園 園長 山田 敏弘  

※認定証授与式の様子は、同行する本学広報担当が写真撮影を行いますので、 

後日写真提供可能です。 

4 授与式の取材について    

        授与式の取材を希望される方は 03-5521-8353（環境省受付担当：村瀬）までご

連絡下さい。また撮影を希望される場合その旨も併せてご登録をお願いします。 

 

        環境省自然環境局野生生物課 希少種保全推進室 

担当：田和 優子（内線：6672） 

代表：03-3581-3351  直通：03-5521-8353 

 
【大阪市立大学理学部附属植物園】 

1950 年（昭和 25 年）に大阪市立大学理工学部附属の研究施設と

して発足して以来、国内外の多くの植物を収集・保存し、近年は環

境問題の視点から絶滅危惧植物の収集・保全にも精力的に取り組ん

でいます。甲子園球場 6 個分の 25 ヘクタールもの広大な敷地に、

わが国を代表する 11 種類の樹林型を復元。常緑樹～落葉樹～針葉

樹と変化する樹種により徒歩 300ｍで山に登った気分になれる「日

本産樹木見本園」や、外国産樹木や花木、水生植物、草本類なども

展示しています。 

生きた化石「メタセコイア」は当園の 3 代目園長 三木茂博士が

命名したもので、1950 年にアメリカより送られた苗木が、今も当園

で育っています。また大学附属の研究施設では珍しく一般公開され、多くの方々に愛されています。 
 
所 在 地：〒576-0004 大阪府交野市私市 2000 
開館時間：9:30～16:30（最終入園 16:00） 
休 館 日：月曜日（祝日の場合は開園）、年末年始（12/28～1/4） 
入 園 料：350円 

※中学生以下・大阪市民で満 65歳以上の方（住所・年齢の分かるものをご提示ください）・障がい者手帳を
お持ちの方、植物園メイトカード（65歳以上の交野市民で植物園メイトに登録された方）をお持ちの方
は入園料無料 

アクセス：京阪電車交野線「私市（きさいち）」駅下車、徒歩約 6分 
     http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/1_01_prof_files/0_01_04_a.html 
T E L：072-891-2059   
F A X：072-891-2101 
U R L：http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/biol/botan/index.html 
 

 

 

 

【本件に関する問合せ先】 

大阪市立大学理学部附属植物園 担当：田中 

TEL：072-891-2059（9時～17時） 

FAX：072-891-2101  

Mail：b-garden@sci.osaka-cu.ac.jp 

 

【取材に関する問合せ先】 

大阪市立大学 広報室  

担当：山口 

TEL：06-6605-3410 /3411  

E-mail：t-koho@ado.osaka-cu.ac.jp 

 

 

山田 敏弘園長 
（専門分野：進化古植物学） 

 

当園では、種の保存法指定種を含む絶滅危惧種の収集・ 育成を行って

きました。その一部は来園者の方にもご覧いただけます。 

この機会にぜひ植物園にお越しいただき、絶滅危惧種を取り巻く現状

を知っていただければと思います。また、今後は絶滅危惧種が生育する

地域の方々との連携を一層強化し、さらに域外保全の取り組みを進めて

いくつもりですので、皆様のご協力をお願いします。 

当園のメタセコイア樹林 
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